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林業行政

魅
力
あ
る
林
業
の
振
興
策
は

シ
イ
タ
ケ
生
産
拡
大
に
努
め
る

道又秀悦議員

漁
業
対
策

秋サケ漁不振の原因究明を
県に毎年要望している

町の考えを聞く

質
問

町
内
五
漁
協
の
過
去

の
総
生
産
額
は
、
平
成
四
年
度

は
、約
八
十
三
億
円
、平
成
十
六

年
度
は
、
三
十
五
億
円
で
あ
っ

た
。
生
産
額
が
大
幅
に
減
少
し

て
い
る
要
因
は
、
秋
サ
ケ
漁
の

不
振
が
大
き
い
。
平
成
十
七
年

度
は
魚
価
の
回
復
が
見
ら
れ
た

も
の
の
、
漁
獲
の
伸
び
悩
み
や
、

エ
チ
ゼ
ン
ク
ラ
ゲ
被
害
に
よ
り

漁
協
経
営
を
改
善
す
る
に
は

至
っ
て
い
な
い
。
秋
サ
ケ
の
資

源
変
動
な
ど
の
原
因
究
明
が
急

が
れ
る
が
、
国
・
県
の
取
り
組

み
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

沼
崎
町
長

秋
サ
ケ
の
回
帰

資
源
は
、
平
成
八
年
度
七
万
�

を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
、
平
成
十

七
年
度
も
三
年
連
続
の
三
万
�

台
前
半
で
推
移
し
て
い
る
。

本
町
で
は
毎
年
、
県
に
対
し

て
資
源
回
復
の
要
望
を
出
し
て

お
り
、
県
は
平
成
十
七
年
度
の

試
験
研
究
テ
ー
マ
に
、
沿
岸
移

動
分
布
の
把
握
、
動
物
プ
ラ
ン

ク
ト
ン
の
把
握
、
幼
魚
の
北
上

経
路
の
推
定
な
ど
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
国
の
独
立
行
政
法
人

さ
け
・
ま
す
資
源
管
理
セ
ン

タ
ー
で
は
、
耳
石
に
よ
る
稚
魚

期
の
成
長
・
移
動
・
減
耗
に
関

す
る
調
査
を
進
め
て
い
る
。

な
お
、
国
、
県
に
お
け
る
研

究
の
進
度
に
つ
い
て
は
、
明
解

な
結
論
を
出
す
ま
で
に
は
至
っ

て
い
な
い
状
況
に
あ
る
。

質
問

町
内
の
林
業
は
、
輸

入
木
材
に
よ
り
国
産
材
の
価
格

が
低
迷
し
、
間
伐
な
ど
の
保
育

作
業
を
行
う
林
家
が
減
少
し
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、

シ
イ
タ
ケ
は
こ
の
地
方
に
合
っ

た
特
用
林
産
物
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
魅
力
あ
る
林
業
を
振
興
す

る
た
め
「
道
の
駅
」
と
連
携
し

生
産
拡
大
と
ブ
ラ
ン
ド
化
に
向

け
取
り
組
む
と
し
て
い
る
。

生
産
拡
大
と
ブ
ラ
ン
ド
化
に

向
け
た
取
り
組
み
は
、
ど
の
よ

う
な
内
容
か
。

沼
崎
町
長

県
が
進
め
る

「
い
わ
て
宮
古
・
下
閉
伊
乾
し

い
た
け
ブ
ラ
ン
ド
化
連
絡
会

議
」
と
緊
密
な
連
携
を
図
り
な

が
ら
「
ブ
ラ
ン
ド
化
」
に
努
め

る
。
ま
た
、
道
の
駅
へ
の
「
の

ぼ
り
」
の
提
供
な
ど
、
地
道
な

取
り
組
み
を
継
続
す
る
。

生
産
拡
大
に
向
け
て
は
、
乾

シ
イ
タ
ケ
の
生
産
を
増
や
す
た

め
、
生
産
者
が
一
本
で
も
多
く

植
菌
し
、
気
象
に
左
右
さ
れ
な

い
水
の
確
保
な
ど
が
重
要
と
な

る
。
県
が
進
め
る
「
い
わ
て
乾

し
い
た
け
生
産
施
設
整
備
事

業
」
を
活
用
し
て
、
乾
シ
イ
タ

ケ
の
生
産
拡
大
に
努
め
る
。

品評会で数々の賞を受賞するなど優れたシイタケ
が生産されています（荒川のシイタケ生産農家）


